<エッセイ:関学英文の思い出>迷いながら，ゆっくりと by 岡本 晃幸 & Teruyuki Okamoto
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関学英文科でいくつも思い出深い授業を受けたが，中でも大学院の小澤博
先生の授業はこれからも一生忘れることはないと思う。何しろ英文学の中で
も最高の叙事詩と呼ばれる John Milton の『失楽園』Paradise Lost を読
んだのだ。全部で一万行を超える長大な叙事詩を，Longman 版の膨大な注
釈と一緒に，毎週 100～200行程度訳読しながら仲間と読むような体験はも
う二度とないだろう。
『失楽園』は学部の時に岩波文庫の平井正穂訳で読んだはずなのだが，内
容はまったく覚えていない（駅で電車を待ちながら読んでいたら，クラスの
かわいい子に会ったことは覚えている）。なにせアダムとイブの楽園追放を
下敷きにした，壮大な文学作品だ。学部生としては「読んだ」ことが重要な
のであって，内容を理解する気などはなから皆無だったような気がする。し
かし，小澤先生の授業で仲間と一緒に読んでいると，作家と作品の様々な魅
力に気づいていった。
例えば，読み始めてすぐのころ，みんなでミルトンの略年表を見るという
ことがあった。ミルトンは 1642年に Mary Powell という女性結婚してい
るが数か月後に彼女は実家に帰ってしまう。その後ミルトンは 44年に『離
婚論』The Doctrine and Discipline of Divorce を出版するなど夫婦仲はか
なり冷めていたようだが，略年表の 45 年にはこのように書いてある。
“［Milton］［p］lans to marry ‘ one of Dr Davis’s daughters, a very
handsome and witty gentlewoman.’ Wife returns.”3年も別居していたの
に，旦那が別の女と結婚しようとした瞬間に帰ってくる妻の姿を簡潔に表現
した一文に，一同思わず笑ってしまった。
迷いながら，ゆっくりと
岡 本 晃 幸
（2004年度 B, 2007年度 M, 2010年度 D）
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実際，「夫婦」は『失楽園』の重要な主題である。聖書ではほんの数ペー
ジしかないアダムとイブの楽園喪失のエピソードを長大な叙事詩に仕立て上
げたミルトンは，様々な神話や神学の知識，ときには自らの想像力をもちい
て二人の物語を紡いでいる。例えば，イブがサタンに誘惑されて知恵の実を
食べさせられていたころ，アダムは何をしていたのだろうか。眠りから覚め
てイブがいないことに気付いた彼は「花輪」“garland”を作って帰りを待
っていたのである。そして，戻ってきたイブを見て全てを悟ったアダムは思
わずその花輪を落としてしまう（“From his slack hand the garland
wreathed for Eve / Down dropped, and all the faded roses shed”）。
Longman 版注釈者の Alastair Fowler によると，この花輪のエピソードは
ミルトンの創作であり，花輪を落とすという行為が「葬儀」のイメージを喚
起するのだという（The garland . . . becomes a funerary motif, as if she
were already dead.”）。ここでは想像を絶した事実を知ったアダムの衝撃
が，「死」のイメージとともに視覚的に表現されている。しかも花輪を「落
とす」（ここでは“dropped”という語が使われているが）ことでイブが
「堕落」“fall”してしまったことを表現する地口も込められているだろう。
アダムもまた知恵の実を食べて妻と共に堕落することになるのだが，その
後二人は誓い合った永遠の愛も忘れて，ひたすらお互いをなじり合う。アダ
ムはイブが自分の側を離れたせいでこうなったと非難すると，イブはイブで
あなたが側にいても同じことが起こったはずだと言ってやり返す。そのよう
な二人を見つめる詩人の目は厳しい。“Thus they in mutual accusation
spent / The fruitless hours but neither self-condemning / And of their
vain contest appeared no end.”知恵の「実」“fruit”を食べたにもかかわ
らず，二人は相手に責任を押し付け「実りのない時」“The fruitless hours”
を過ごす。終わりなき不毛な議論を続ける二人は，尾を噛む蛇のようだ。
しかし，結末で楽園を追われる頃の二人には明らかな変化が見られる。大
天使ミカエルの導きで未来のヴィジョンを見たアダムが戻ってくると，眠っ
ていたはずのイブがもう目を覚ましていて，彼を出迎えてくれる。アダムと
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共に生きていく決意を固めたイブは“though all by me is lost, / Such
favour I unworthy am vouchsafed, / By me the promised seed shall all
restore”と述べる。フェミニズム的に読めば女が出産という行為に縛り付
けられると読めるのかもしれないが，自らの罪を認め救済の可能性が与えら
れたことを“unworthy”と感じるイブは，アダムと不毛な言い争いをして
いた彼女ではない。この後アダムは何かを言おうとするのだが，二人を追放
するために天使たちが迫ってくるため時間がない。結局イブの言葉が作品で
二人が交わす最後の会話となる。詩は，楽園を追われ，去っていく二人の描
写で終わっている。“They hand in hand with wandering steps and slow,
/ Through Eden took their solitary way.”迷いながらゆっくりと進む様子
は不安気だが，手と手を取り合う姿は，二人が共に苦難に立ち向かっていく
未来を暗示している。
こういったことを話し合いながら少しずつ読み進め，結局読み終わったの
は読み始めて 3年半たっていた。それ程時間がかかるとメンバーも途中で
入れ替わって，結局最初から最後まで授業に出ることができたのは自分を含
めてたった二人だった。その後，折角『失楽園』を読んだのだからもう少し
ミルトンの作品を読んでみようということになり，一部のメンバーで読書会
を立ち上げ，『復楽園』Paradise Regained や『闘士サムソン』Samson
Agonistes などを読んだ。今でもこの読書会は続いていて，現在は Edmund
Spenser の『妖精の女王』The Faerie Queene を読んでいる。『失楽園』以
上に長大なこの詩を読み終わるのはいつになるだろうか。迷いながらゆっく
りと，仲間たちと手を取り合って歩んでいる途中である。
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